
色々な認知機能

認知機能には、記憶、思考、見当識 ( 人の顔や時間・場所などが分かる
こと )、概念、理解、計算、学習、言語、判断など様々な脳の働きが
あります。認知症の症状には中核症状と周辺症状 (BPSD) の二種類が
あり認知機能の低下が影響しています。その結果、日常生活動作障害、
生活の質の低下を引き起こして介護の負担を増やしてしまいます。

②
認知機能は脳の色々な働き

認知症の中核症状と主な周辺症状 (BPSD)
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